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（学位論文審査の結果の要旨) 

 本論文は慢性閉塞性肺疾患（COPD）および気管支喘息の病態に酸化ストレスが関与していることを示し、COPD 

においては患者の健康状態と密接に関連することを示した論文である。COPDおよび喘息の病態における酸化ス

トレスの関与については、すでに多くの論文が報告されているが、呼気凝集液を用いた検討は数少ない。呼気凝

集液は15分間の安静呼吸のみで採取され、被検者への負担も少なく、経時的に何度も採取することが可能である。

また、唾液によって希釈されることが無く、臨床的に有用性が高い。この呼気凝集液を試料として選択した点は

評価に値する。次に酸化ストレスのバイオマーカーとして過酸化水素と pHを選択した点について質疑を交わし

たが、呼気凝集液の最大の欠点として、バイオマーカーの濃度が希釈されて薄まっているため、蛋白やペプタイ

ドといった物質の測定には不向きである。また、揮発性のある物質の測定には有用である。これらの点を考慮し

て過酸化水素と pHをバイオマーカーとして選択したことも評価に値する。 

村田さんは臨床検査技師であるが、COPDと喘息の病態をよく勉強しており、バイオマーカーと病態との関係を

詳しく評価している点も評価される。呼吸機能だけでなく、患者の症状、健康感、QOLを始めとして、呼気中の

一酸化窒素濃度の測定、COPDについては気腫病変の客観的な評価と幅広く、両疾患の病態を評価し、酸化ストレ

スとの関係を検討している。過去の報告では、呼吸機能や重症度との評価はおこなわれているが、これだけ多く

の評価項目で酸化ストレスとの関連を同時に検討した報告はない。特に、今回は COPDの症状をよく反映する CAT

スコアと関連があることを報告し、呼気凝集液中の酸化ストレスのバイオマーカーが COPDの病勢のバイオマー

カーとなり得ることを証明したことは大いに意義がある。 

以上の審査の結果、本論文は信州大学大学院医学系研究科 博士後期課程 医療生命科学分野の博士論文とし

てふさわしく妥当であると結論された。 

 

 

 

 

 

主査，副査は一致して本論文を学位論文として価値があるものと認めた。 

 
 


